
 
 今年度は新型コロナウイルスの影響で、地区運動会・地区文化祭をはじめ様々な事業が中止と

なっています。また、地球温暖化により世界各地で異常気象がおこっており、日本でも特に大雨

による災害が各地で発生しています。各集落の協力で今年もコスモスの種を蒔いたのですがきれ

いに咲いてくれるか心配です。 

台風や地震といった災害の発生を防ぐことはできませんが、被害を少しでも減らす減災のため

には、地域の防災力の向上がとても重要です。そのために地区防災訓練を１０月に行います。 

今回は、新型コロナウイルス感染症に対応した避難所の運営方法について学びます。 
 

 災害時には「自らの命は自らが守る」意識を持ち、適

切な避難行動をとることが大切です。そのためにも災害

に対する知識が必要ですので、普段から災害について学

び備えておきましょう。今年３月に鳥取市から各世帯に

総合防災マップが配布されました。そこにはとても重要

な情報がたくさんのっていますので、ぜひご活用くださ

い。 

（１）防災マップで自分の家の場所を確認しよう 

 防災マップには、災害時の危険箇所や避難場所の位置

が示されています。瑞穂地区は、大雨時の河内川の氾濫

による洪水と土砂災害が心配されます。P７と P１９に瑞

穂地区の防災マップが記載されていますので、そこで自

分の家がどのような場所にあるのかを確認してください。

河川氾濫浸水深と土砂災害警戒区域によって避難する時

の行動がかわりますので、自分はどのタイミングでどう

避難するかを確認してください。防災マップの見方は、P

１・２に、避難する時の行動については、P５９・６０に

記載されています。 

 

 

 

 



 

 

 

（２）避難場所について 

 避難とは難を避けることで安全な場所にいる人まで避難場所に行く必要はありません。しかし、

少しでも危険な場所にいる場合は、早めの避難を心がけましょう。瑞穂地区内には、指定緊急避

難場所が３ケ所あります。しかし、住んでいる場所によっては隣の地区の避難場所の方が近いこ

ともあります。 

また、災害の種類によっては使えない場所もありますので、どの災害の時はどこに避難するか

を家族や集落であらかじめ決めておきましょう。避難先も指定避難場所だけでなく、安全な親

戚・知人宅に避難することも考えてみましょう。最近では車を避難場所とする人もいますが、周

囲の状況等を十分確認してください。 

 

（３）非常持出品・非常備蓄品について 

 避難する時、防災リュックに入れておく非常持出品や、 

家族が自宅で最低３日間過ごせるための非常備蓄品につ 

いては詳細が P６５にのっていますので準備しておきま 

しょう。なお、新型コロナウイルス感染症が収束してい 

ない今では、マスク・消毒液・体温計等も持出品に追加 

しておきましょう。 
 

（４）災害情報の収集について 

 今では、テレビ・ラジオ・インターネットなど様々なものから情報を得ることができます。災

害時には自主的に正確な情報を得ることが大事ですので、P６６～６８を参考に情報を得る方法

を確保しておきましょう。地震やゲリラ豪雨のような突発的な災害は事前に情報を得ることが難

しいですが、台風や大雨については、数日前から予報がでていますので、早め早めに行動しまし

ょう。 
 

 

 

 災害時の活動には、様々な資機材が必要で、それはコミュニティ規模によって種類がかわって

きます。個人・家庭では、自分や家族を守るために必要な非常持出品・備蓄品や家庭用消火器な

ど、集落・町内会では、近所で協力し助け合って行動（救出・救護・避難活動）するのに必要な

資機材、地区では避難所運営のための資機材などが必要となります。 

 まちづくり協議会でも、地区資機材として少しずつですが整備していってます。しかし、まだ

まだ必要なものが多数ありますので、年次計画的に整備していきます。皆さまの家庭や集落でも

必要な資機材を整備していただき、災害に強い『まち』にしていきましょう。 
 

 


